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において Gefinitib，Erlotinib における EGFR 遺伝子変異や大腸癌治療におけるCetuximab とＫ－Ras
遺伝子変異のように分子標的治療の効果を予測する因子は不明である。
本研究では，OSCCにおけるEGFRの役割を解明するため，EGFRタンパク質および遺伝子増幅，
変異をKi－67と共に調査するとともにK－Ras変異についても解析した。以上の結果を白板症と比較し，
臨床病理学的因子との関連を調査した。
多くのOSCC症例でEGFR蛋白発現，遺伝子増幅を認めたがEGFR，Ki－67免疫染色と EGFR 遺伝
子増幅との有意な関係は認められなかった。白板症よりOSCC免疫染色性が高いことからEGFR免疫
染色は口腔扁平上皮粘膜の分化能を反映していると考えられ，さらにEGFR過剰発現は癌化に関与
していると推察された。また，臨床病理学的分類との比較により，EGFR異常性は部位別臨床像，臨
床病期，分化型，癌の浸潤と関連があることや，EGFRは予後指標の一つとして有効であることが示
された。EGFR	exon19，21での遺伝子変異は認められないことからEGFR過剰発現，遺伝子増幅は
EGFR 細胞内領域変異からは発しないと思われる。K－Ras	exon1遺伝子変異も認められず，標本数の
少なさはあるもののCetuximan 等の EGFRモノクローナル抗体を用いた分子標的治療で有効な制御
を得る可能性が示唆された。本研究結果は，EGFR分子標的治療を行う上で大きなポイントとなる治
療の個別化に対するアプローチとして包括的な病理学的解析を行っており，今後多様化する口腔扁平
上皮癌に対する治療の選択に寄与することが多大である。よって博士（歯学）の学位授与に値するも
のと認める。
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